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森や樹は人を癒L まl o 気持の い い汗流しませんか?

カロ 者

活動を応摸して頂ける
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に間伐材を無償にて差上げます
薪 ス ト - プ や 新 風 串 の 燃 料 と L て , イ モ 煮合 や バ - ぺ キ ュ - ･

キ ャ ン プフ ァ イ ヤ - の 燃料と L て , そ の 他魔作りや木工作の 材料 と L て ,
そ の 土 地 で長 い 間風 雪に 耐 え て 生 き て き た 木 を有効 に 使 い ま せ ん か

監活動掬舘ヨ 1 .森 林 整 備 … . . . . . . 陰樹伐 ･ 枝払t ' ･ 玉切り ･ 救出

2 ･新 作 り
. … . … . .新都り ･ 薪棚作り ･ 新帝み ･ 乾燥

5 ･ ワ
ー クシ ョ ッ プ

. . " . . . . . .薪謝り ･ 薪ス ト ー ブクッ キング ･ マイ著作り

4 ･間伐材 の 受渡
. . . " . . . . 支障木の引取& 問伐材の無併提供

芝浦敦童一二者時∃
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監参 加 費ヨ

監そ の 砲∃

8 月6 日( 土)
･ 7 E]( 日) 9 時

- 1 5 時( 両天中止)
- ･

( 以後毎週土日)

問伐材ス テ
ー

シ ョ ン仙台茂庭

(仙台市茂庭字槍湯6 ･1 2
･ 秋保街道 万華鏡美術館並び)

5 0 0 円( 燃料代等
･ 会員 & 中学生 以下無札 ワ

ー クシ ョ ッ プ除く)

* 経験 ･ 年齢 ･ 男女不問｡ 素人大歓迎

* 動き易t ) 服装 ･ 着替(汗かきます) ･ 長靴 ･ 手袋 ･ 昼食

* エ ン ジンチ エ ン ソ - . 山仕事道具の使い方指南○ 間伐材持帰りo K

J 《 特
'

fi: 非 常 利 活 動 法 人 フ ォ レ ス ト サ イ ク ル 克 樹》 金蔓ミま も 随 時 籍 愁 中 l
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参加申込み ･ お問合せは下記連絡先ま でお願い致しま1 . 学校 ･ 子供会 ･ 施設等団体の体験参加も大歓迎

i

特定非営利活動法人 フ ォ t , ス トサイク /L 元樹
(宮城県栗原市-.- ･迫真収蔵橋2 -
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森が病ん で い ます｡ 混合 っ た森に は太 陽の 光 が届かず､ 樹 も大 きく なれず根も簸れま せ ん｡ 水 を蓄える 革も

出束ず､ 森 で 暮らす動植 物 の 生き る程に も影響 し生患鬼や植 生も 崩れ て い ま す｡ ち ょ っ と した 雨 で 山が崩れ ,

人 や 田 畑 に も悪 影響を及 ぼ しま すo ｢ おば あさ ん は 川 に 洗濯に ､
お じ い さん は 山 に 芝刈 りに ･ - ｣ と 云 う 昔

話 の
一

説 は､ 里 LL･ では ごく 普通 の El 常の 出束事で したo 木 を伐 っ て ､ 木を燃 や し, 木を使 い , 木 で 作り ､ 木で

獲 び, ま た 木を植 える と い う , 森林 は私 達 の 生 活 に 密 掛 こ関わ っ て い ま した｡ し か し､ 先人連 の 努カで 科学扱
術 が発展 し人 々 の 生活 が 豊か に 在 り便利 な社会 に な っ た反 面 ､ 自然 と 共生 し て い た 人 々 の ライ フ ス タイ ル も 大
き
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対 きく 変わ り, 森 と も疎速に なり 林業 は衰退 し森 に 人 の 辛 が

-
∵

汗 ± 二 = 二 = = ∵､･, 人 ら なく な りま した｡
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ま た､ 経済的な理 由 で 間伐材 の 大 半は山 に 放 置され ､ 確
路 や 公園

･

河川 等 で管理 上 の 理 由 で伐られ た樹 木や建物 の

解体材等充分 利用可能な資源 も ゴ ミ と して 宛 分 され て い る

現 実が有 りま す ｡ 再生可能且 つ カ - ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル な資
源 が豊富に あるに も拘らずその利用が滞り ､ 温 暖化の 温床 で

もある化石 燃料 に 多くを頼 っ て い ますo

森 は ､ 気温 を 下 げ水 や 空気を き れ い に する と 供 に 私 達
を 癒 L て く れ る ｡ 今 こ そ 私 達 は , 便利 さ や 効 率 ば か り

を 優 先 する ラ イ フ ス タ イ ル か ら 脱 却 L ､ 自 然 や 森に 日
を 向 け そ の 恵み に 感謝 す る と 同 時 に 活用 す る ｡ 特級 可
能 な社 会 の 構 築 の 為に そ の 輪 を 広 め て 行 く 事 が 大 切 だ

と 考え ま す｡
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